
災害に強い国づくり
令和の日本が今すぐにすべき教育研究分野 突然発生する災害に弱い日本人

リスクとクスリ 陰陽論で考えられる人材の養成と課題
国際教育研究拠点の展開の仕方

高田純 理学博士 札幌医科大学名誉教授

背景
・北朝鮮の核実験・ミサイル 国民保護指針、メデイア・専門家連携成功 IAEA2007報告 Jアラートの整備、官邸防衛、弾道ミサイル防衛整備
・政府緊急時対応に失敗 2011.3.11福島軽水炉 原子炉は停止した。電源喪失事故に対処できず。30km圏内専門家も排除しブラックボックス化
低線量で健康被害なし、死亡ゼロ人。科学でなく風評被害が広がる。メディア報道の失敗。「放射線ゼロ」「規制第一主義」規制委員会の暴走
・「脱原発」潮流で電力不安定化と高い電気料金 経済にマイナス
・国土強靭化計画の頓挫 前民主党政権 3.11津波大被害
・チャイナリスク・バイオハザード 日本の成功と失敗 水際での失敗はあったが、政府主導で感染拡大を抑えている。国産アビガンなどの承認遅れ。

陰陽論
・リスクゼロは目標にならない。常にリスクは内臓されている。クスリにもリスクあり。リスク研究からクスリが誕生する。
・平穏な社会に、とんでもないリスクが隠れている。その発生時に、国民、行政、政府はどう機敏に対処するのか。
・米国主導での現行憲法に国防が存在しない。リスクゼロの前提こそが非科学である。ここにリスク対応に弱い日本人の原因がある。

課題 リスク クスリ
・核 ダモクレスの剣（弾道ミサイル攻撃事態 核兵器テロ） エネルギー論 核エネルギーの平和利用 核燃料サイクルの推進
・放射線 放射線事故対策（法整備 教育訓練） 医療放射線技術開発 低線量放射線の利用（人工と自然）
・バイオハザード 水際での遮断、感染防止、検査体制整備 特効薬、ワクチン開発の迅速な対応
・地震・津波 被害予測シミュレーション 国土強靭化計画と推進 世界一の津波対策技術の開発
・台風・水害 災害の低減策の研究 国土強靭化計画と推進 風水害に強い技術開発
・国家テーマ 全般の予測と対応力の検討 地域や国家が壊滅するほどのリスクを研究 国家が未来永劫繁栄できるテーマを研究

陰陽論で考えられる人材の養成
・拠点には技術研究する施設は無用
・国内外の専門家と連携する福島国際教育研究拠点をつくる。 中心となれる教授陣を配置する。
・国内・国際セミナーを定期的に開催し動画や報告書をネットで公開する。情報の共有化と議論で文明の進化を目指す。
・政府、地域の人材を育てる場とする。
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人は放射線に意外に強い
生命にとって放射エネルギーは必要
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